
 

 

 

 

 

少しずつ暖かさを感じる日が増えてきました。あちこちから梅の香りも漂い、

春の訪れを感じます。今年度をしっかり締め括れるよう、あとひと月、体調や

ケガに気を付けて過ごしましょう。 
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 2月 4、5の両日、第 44回肢体不自由教育実践研究協議会（平成 26、27年度文部科学省特別支援教

育に関する実践研究充実事業報告会）が行われました。特に今年度は国語、算数、社会科、理科など

の教科で育てたい力を軸に、重点化した指導のあり方について研究してきた中で、その成果について

実践を通して報告する年でもありました。教員がいくら指導をしても、子どもの力になっていなけれ

ば意味がありません。「何をやったかではなく、どのような力が育ったのか」ということを肝に銘じな

がら、日々、子どもたちや授業と向き合ってきました。 

5日の公開授業につきましては小学部の児童にも登校してもらい、子どもたちが主体的に学習に取り

組み活発に表現する姿を全国の先生方にご覧いただきました。ご協力いただいた保護者の皆様、どう

もありがとうございました。この研究で得られた成果を、今後にいかしてまいります。 

 

 

 

上記のホームページで、昨夏、黒姫高原共同生活に参加した人の声を読むこと

ができます。多様な人と共に生活し、どのようなことを感じたのか、ぜひご覧

ください。（桐が丘からは代表で中学生の感想が掲載されています。） 


